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緒　言 研究材料 お よ び方法

　コ ナ ヒ ョ ウ ヒ ダ ニ （1）ermatoPh ‘zgoides 　fan
’
nae 以下

Df）は ヤ ケ ヒ ュウ ヒ ダ ニ （DenuatoPlargoi‘les　Pteron．sts
’・

sinltS ）とともに 屋内塵の 主要抗原物質 で あ り
1｝，本抗原

物質に 対す る 特 異 lgE 抗体 が 喘息 患児血 清中 に 高率

に 検 出 され る．
一

方．Df に 対す る特異 1gG 抗体 に つ い

て は 種 々 の 方zavslで 測定 さ れ て い る が，そ の 意義 に つ

い て は い まだ明ら か で は な い ．し か し ， 枯草熱 で は 減

感作療法 に よ る 特 異 IgG 抗 体 の ．ヒ昇 と臨床症状 の 改

善が よ く相関す る こ と が 報告 され
‘，，特異 IgG 抗体，特

Ic　lgG4抗体が遮断抗体 とす る 意見が強 い ．

　
一

方 ，屋内塵 に つ い て は木村ら が二 重注射 法を用 い

て 遮 断抗体 と臨床症 状 の 閥連 を 検討 し て い る
5》fi⊃．今

回，著 者 ら は enzyme −1inked　immunosorbent　assay

（以下 ELISA ）を 用 い Df 特異 lgG，　lgG4抗体測定の 基

礎的検討を行 うとともに ，健康児お よび喘息児に お け

る抗体の 年齢的推移 ，二 重注射法 に よ る遮断抗体価 と

ELISA に よ る特異　lgG，【gG4 抗体価に つ い て 検 討 を

行 っ た の で 報告する．

Abbreviat ；ons ： BSA 　 b。vine 　 serum 　 albumin ；

CV 　coe 撮cient 　of 　variat 蛋on ；　Df 　Dermato．

ク  ・癩 ．傾 鷹 ； ELISA 　 enzyme ・1；nked 　 im・

munosorbent 　assay ；　PBS 　phosphate　buffered

saiine ；　RAST 　　radioanergoso τben虻　test；　S・S°

standard 　ser  

　1．被検 巾精

　当科喘息外来通院中 の 2 歳 か ら12歳 まで の 屋内塵陽

性 で 減感作療 法 未施行 の 気管支喘息児21名 よ り採 血

し，血清分離後測定 まで
一20℃ に 保存 した．対照血済

と し て は ATS −DLD の ア ソ ケ
ー

トで 本 人 お よ び 家族

に ア レ ル ギ ー
性疾患 の な い こ と が 確 か め られ た 健康

児 ，
お よ び 当科心臓外来を受診 し機能性心雑音と診断

され た 児の 血清を用 い た．二 重注射法に よ り遮断抗体

価既知の 血清は 木村 よ り堤供 さ れ た もの を用 い た．

　2．ELISA に よ る抗 Df　IgG抗体 の 測 定

　基本 的 に は Engva】l　and 　Pearlman7｝
の 方法 に 従 っ

た が，阿南ら
S ）の 報告を参考 に

一部改変し ， 実験は 全 て

duplicateで行 っ た ．

　1）DfをO．05M　 carbonate 　buffer，　pH 　9。5に 0．1
，
1，

5，　10，20μg／ml の 濃度 に 溶解 し，その 100μ1を96ウ エ ル

の ボ リス チ レ γ マ イ ク ロ ブ レ ート （lmmulon 　 H　 MI．

CROELISA 　plate，　Dynatech 　Lab．　Inc．）に 注 入，4℃

一晩 incubationを行 っ た．　 washing 　 buffer（O．05％

Tween 　20を含 む0，05M 　PBS ，　pH 　7．2） で 各 ウ エ ル を

3回洗浄し た．洗浄後，抗 Df特異 lgG 抗体価 の 高 い

プール 血清 （standard 　serum 以下 S，S，） EtlOO倍 か ら

1600倍ま で 希釈を行い ，そ れぞれ の濃度の 異な る抗原

を カ ッ プ リ ン グ した ウ エ ル に 注入 し た ．なお ，予備実

験 で 抗原液の み を注入 した ウ エ ル と抗原を カ ッ プ リ ン

グ後 1％ウ シ 血 清 ア ル ブ ミ γ （以下 BSA ）を注入 し、

4℃一
晩静置 した ウ エ ル で 同

一
血清を用 い て 吸光度を

検 討 した と こ ろ，測定値 に有意の 差を認め なか っ た の

で，以後の 実験 に は BSA を用 い な か っ た ．
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380 喘息児 血 清中 の 抗 ダ ニ 特 異 lgG抗体

　 2） 被検血 清お よ び標準血清

　 被検 血 清 は 予備 実験で 至適 と思われ た 200倍 に 希釈

し，予備実験 で 集め 縛た SS ．を 10 倍 か ら3200倍 ま で

希釈 し 各 々 そ の 100μ 1を ウ エ ル に 注 入した，希釈液 は

2 ％BSA ，0．02％NaN 、，0．05％Tween　20を含むO．05

MPBS ，　pH　7．2を 用 い た ．各血清を注入 後37℃ 3 時間

incubation を行 っ た．

　 3）washing 　bufferで 3 回洗浄後 1600倍に 希釈した

peroxydase 漂 識 F （ab
’
）2　 fT−agment 抗 ヒ ト lgG

（Cappel）を1  0μ1各 ウ エ ル に 注入 し た ．37℃， 2 時間

incubationを行 っ た．

　 4） 3）と1司様 に 洗 浄 後 substrate 　（〔｝．IM 　citrate

phospha，　te　buffer，　pH 　5．  　 100m 】，　ortho ・

pheny】enediamine 〔0 −PDA ）40mg、31％H20240
μ
1）

を IOOμ 1加 え．15−30分室温に 放置 した．

　 5）2．5MH2SO
， ユ50μ 1を加 え頁応を停止 させ た後

Micro　ELISA 　Autoreader　MR 　580（Dvnatech｝ に て

490nm に お け る吸光度を 測定 した．

　 6）lgG4測 定 の 場 合 に は，2）の 終 了 後 washing

bufferで 3 回 洗浄 し300硫｝翼 希釈 した 抗 ヒ ト IgG4 マ

ウ ス モ ノ ク 卩 ナ
ー

ル 抗体（BRL ）を 10 μ1各 ウ エ ル に注

入 し た．37℃ 1 時間 incubation後洗浄 し，1000倍 に 希

釈し た ペ ル オ キ シ ダ ーゼ 標識抗 マ ウ ス グ P ブ リ河 1晴

（BRL ）を注 入 し，37℃ 2時間 i：1cubat ｛on を行 っ た．

そ の 後 は 4）と同様 の 操作 を行 っ た．

　 7） Df に よ る 抑制試験

　 こ の 実験系 か ら Df 特 異 量gG ，　IgG4抗体 を検出 し て

い る か 否 か を検討す る た め に Df を 用 い た抑嚮試験 を

行 っ た ，抑笥試験 で は Dfの 10（，IO，　］，　O、1，0．01，　O．OO1

μ g〆ml 抗原液お よ び生理 食塩水 とIOG倍 に 希釈 し た S．

S，を等量混 ぜ，37℃ 3時闔 jncubaUon し，その IOOPtl

を あら か じめ Df の 5μ g！ml で コ
ー

ト し て お い た マ イ

ク 卩 プ レ ー
トの ウ エ ル に 注入 した．以彳麦，抗 Df　 lgG，

IgG4抗体 の 測定 は 既述の ELISA に よ り行 っ た ．

　 8） 抗 Df　lgG お よ び lgG4 抗体価 の 表示 は S，S，を

100倍 （100unit）か ら3200f9（3125unit）まで 倍々 希釈

を行 っ た 血清よ り縹準曲線を作製 し unit （以 下 u ） で

示 した．なお ，抗原と IgG の 非特異的吸着は 10 ヵ 月
一1

歳 の 健康 児の 血 清を用 い て検討し，抗原 と ベ ル オ キ シ

ダー
ゼ 標識tt　lgG の 非 特異的吸着 に つ い て の 検討 は

血清希釈用 の bufferを用 い て 行 っ た が，い ずれ の 場合

も吸 光度 は 低値 で あ っ た の で 盈 清希 釈 用 bufferを

back　ground と した ．

　3．ELISA と ポ リ ス チ レ ン 管を用 い た lgG　RAST

の 比較

　Sakamoto ら
3〕
の 方法 に 従 い ポ リ ス チ v γ 管 に よ る

IgG　RAST と ELISA を同
一

血清に つ い て 行 い 比較検

討 した．

　 4．遮断抗体価の 測定 お よ び 血 清

　遮断抗体価 の 灘 定 は 木村 らの 報告
Sl
に 従い 直接 二 重

注射法 に よ り行 っ た，すなわ ち，直接二 重注射法 に ょ

る 遮断抗体価の 測定 は ，56℃ ， 4時間 加 熱 し た 患者孟L

清に 生理的食塩水を加 えて 2 倍希釈系列 を f乍り、各希

釈血 清の 0．02m 圭を患者 自身 の 前腕皮内 に 注射 し，血清

に よ る発赤，膨疹反応 の 消失 し た 陵，各血清注射部位

に 皮内反応閾値濃度 の 抗原液0． 2ml を重 ね て 注擣 し

た．遮 断抗 体価 は 抗原注射 15分後に 判定 した ，対照 は

生 理 食塩 水 お よ び 皮 内反応閾値濃度 の 抗原注射部位 の

反応を用 い た．また，皮膚反応 に よ る 遮翫抗体価測定

の 日 に 採 血 し た 血 清 を 分離後 ELISA に よ る Df 特異

IgG 抗体測定 ま で
一20℃ に て 保存し た，なお，二 重注射

法 に よ る遮断 抗体価測定 の 際 の 抗原と して は，屋内塵

エキ ス （鳥居薬品 K ．K ．）を用 い た ．

　5．　統言十処理 1こ は Studeni　t・testを 用 い た．

結　果

　 1）至適抗原濃度，血清希釈，抗原量 の 検討

　 2−1）の 方法 で 行 っ た 結 果 、 用 い る抗原液 の 濃度 は 5

μg／ml ， 血 清希釈は 200培が適当 と思われ た ｛：Fig．1）．
上記条件 の も と で ペ ル オ キ シ ダーゼ 標識抗 ヒ ト IgG

血清の 希釈度を検討 した．Fig．2は抗1竝清を400−1280 

倍 ま で 倍 々 希釈 して 得 られた OD49G   に お け る値で

あ る、抗血清の 希釈が400−3200借 の 間 で 血清200倍希釈

時の OD49 伽 m は 1．0以上 の 埴 で あ っ た の で
， 抗 血 清節

約の た め 1600倍を至適血清濃度 と した ，

　2） 至 適 incubation時間 の 検討

　 1）の 条件 の もとで 第
一

段階 （抗原 と複検 血 清 との 反

応）お よ び第二 段階 （被検血 清 と ペ ル オ キ シ ダ ーゼ 標

識抗 lgG血清 と の 反 応） の 至適 inCubation時間の検

討 を行 っ た ．そ の 結果，scale 　out し な い 程度の で きる

だ け高植と考 え，第
一

段階 は 3時間，第二 段階 は 2 時

間 が 適当 と 思わ れ た （Fig．3）．

　3） 研 に よ る 鉚制試験

　2−7）の 方法 k よ り抑制試験を 行 っ た 結果 ，
IgG 抗体

お よ び lgG4抗体 と もに 抗原量 の 多い 程吸光度は低 く 、

dose　dependentに 抑制 され た．ま た，吸光度 か ら 算出
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　Fig．1．　ApPropriate　 sert ロコほ diLut重on 　and 　antigen

coated 　in　poiyStylene　 miCToplate ．

0．D ．〈490nm）

1．0

o、5

Fig　 2．

tion

　 　 　 　 　 　 　 　 　 Antiserum 　dilution
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ρ

Approproate　dilution　of　 HRP 　labeUed

anti　lgG　antibody 、

0

Scete　over

381

od

3δ　　60　　90　　120　　　　　…80　　　　　240　　　　　300m｝n

　　　lncubat｝。 n （peri 。 d 。 f ｛irst　 steP ｝

F韭g．3，Appropriate　incubation　time ．

した 50％inhibitionに 要す る Df の 量 は IgG抗体 で 1，7

μ g，IgG4抗体で 450ng で あ っ た （Fig．4）．

　 4）標 準曲線

　 予備実験 中 に 集め得た S．S．を loontか ら3200倍ま で

倍 々 希釈 した．100倍希釈 の S、S． を示す吸光度を 100

unit （U ） と し ， 以下 200倍を50U ，400 倍を25U
，
80 倍

を12．5U ，1600倍を 6．25U
，
3200倍を 3ユ 25U と した ．

Fig，5は Df に 対する IgG 抗体，　 Fig，6は lgG4抗体の

標準曲線の 1例 で あ り，各 プ レ
ー

ト毎 に 必ず標 準曲線

を作製 した ，

　5） ポ 9 ス チ レ ソ 管 を使用 し た solidphase 　radio ・

immunoassay と ELISA と の 比較

　喘息児撫清，健康児血清の 計26検体に つ い て ボ リ ス

チ レ γ 管 を使 用 し た lgG　RAST と ELISA を行 い 比

較検討 した ．そ の 結 果，IgG　RAST は Y 軸に bound ％

（B ％）で ，ELISA は X 軸 に U で 示 し た．両者の 間 に は

r ＝0．779，1．  ％以下 の 危険率 で 高度 の 相関を示 した．

回 帰 曲線は B ％ ＝G．56 × U ＋ 4 ．48 で あ っ た （Fig．7）．

　 6）健豪児 お よ び 健康成人 の 抗 Df　lgG 抗体
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　Flg．4．　Inhibition　test　ofELISA 　of　IgG　and 　IgG4
antibody ヒo　Df　by　Df　antigen

O 、D ．（490　nm ）

1．o

0．5

　

　Fig．5．　Standard　curve 　of 　lgG　antibody 　against

Df．
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　Fig，6．　Standard　curve 　of　IgG4　antibody 　against

Df．
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庄
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 εLISA （u几ヨt＞

　Fig．7．　Comparison　of　radio 葦mmunoassav 　and

enzyme ・hnked　immunoso τbent　assay ．

　Fig．8の ご と く， 0 − 2歳 まで は 4、05±2．68U ，3−5
歳 で は 4．85± 1．67U ，6 −8 歳で は 9．19±3．45U

，
9 −12

歳 で は 11、8e± 5．23U と年 齢 と と も に 抗 Df　IgG抗体

価は 上 昇 した． 0 − 2歳， 3 −5 羲 と 6 −8 歳， 9 −12歳

と の 間 に は 1％以下 の 危険率で 有意 の 差が認め ら れ

た．また
， O − 2歳， 3 − 5歳 児 と成人 の 比較 で は 2％

以下 の 危険率 で 有意に 成 人 の 方 が 高値を示 した．
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　Fig，8，　 Change　in 置gG 　an しibodies　a墓ainst 　Df　by

age ，

　の 喘息児の 抗 Df　lgG 抗体

　減感作療法未施行 の 喘息児に つ い て 抗 Df　IgG 抗体

量 を測定 し ， 健康児 の 抗体量 と比較し た ． 1歳台で は

気管支喘 息 と確診 し えな い 場合 がある の で 除外 し， 2

歳 以降 の 明 ら か に 診断 し うる児の 血清を用 い た ．その

結 果， 2 − 5 歳 で は 19．29士 12．26U， 6 − 8 歳 で は

17．33± 8．24U ， 9 −12歳で は 20．49± 9．9U と 健康児と

比 し前 2 者 で は 危険率 2 ％以下，後者 で は 危険率 1％

以下 で 有意の 高値を示 した （Flg．9）．

　8）遮断抗体価 と抗 Df　IgG お よ び IgG4抗体価 の 比

較

　屋内塵 に つ い て ，二 重注射法に よ る遮 断抗体価を測

定 し えた喘息児 19名 に つ い て ， 同時 に 採血 し た 血清を

用 い て 抗 DHgG お よ び IgG4抗 体 を測定 し比較 した 、

そ の 結果、両者 の 間 に は 有意な 相関関係は 認め られな

か っ た が，遮断抗体価 の 低い 例 で ＋t　ELISA で は 10　U

以下 の 者が 多い 傾 向が み ら れた ．し か し ， 遮断抗体価
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　Fig「9，　 Comparison　ef 　lgG　antibOdies 　agalnst 　Df

between 　asthmatic 　and 　healthy　ch 溷 ren ．
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IgG4　 antlbody

が 高 い 例 で は 　ELISA に よ る 測定値は 一
定 の 傾 向 は 示

さ な か っ た （Fig、10，11）．

考　案

　 in　vitro の 抗原特異 IgG 抗体 の 半定量的測定方法 と

し て ，radioi ］nmunoassay で は 二 重抗体法
9 ）、　 Protein

A ・Sepharoseを 担体 と し て 禦 い る 方法
lo ］

，
］251 ・標 識

Protein　A を用 い る 方法
tL｝，　IgG　RAST 法

3 ｝が，報 告 さ

れ て い る．
一

力，EL 至SA は ア イ ソ ト
ープ を用 い る煩雑

さが な く，ま た 半減期 を考慮 に 入 れ る 必 要がな い の で

近年広 く用 い られ る よ うに な っ た
ヨ2）131

．ま た，そ の 感度

も solidphase 　radioimmunoassay と 同程 度 で あ る と

い わ れ て い る，現在 ， 特異 lgG 抗体の 検索に 用 い られ

て い る ボ リス チ レ ソ 管を用 い た lgG　RAST 法 と我 々

が 用 い た ELISA 法を比較 した と こ ろ，高度 の 相関 が

あ り，ELISA は lgG　RAST と 同等ま た は それ以 上 の

感度を 有 し て い る と思わ れ た ．感度上昇の 原 因 の ユつ

として ペ ル オ キ シ ダ ーゼ 漂識 F （ab
’
）2 抗 ヒ ｝　 lgG （Fc

specific ）を用 い た こ と が あげ られ る，予備実験 で 用 1．・

た ペ ル オ キ シ ダーゼ 標識抗 ヒ ト IgGに 比 し，非特異反

応 が 明 ら か に 滅少 した ．ま た，標準 曲線作製 に 関 し て

も常に
一

定 の 形態 の 標準曲線が描 け る よ うに な っ た ，

　ELISA は 同　条件 の もと で 行 っ て も 日を変 え て 行

うと同
一血 清 で 異 な っ た 吸光度が み らわ る．そ こ で

我 々 は RAST の PRU を 参 考 に し て high　 titer

pooied　serum の 希釈系列を各 ブ レ
ー

ト ご と に 置 ぎ，得

られ た 標準曲線 よ り未知検 体 の 特異 lgGを unit て 示

した．その 結果，同一血清を異 な っ た 日に 測定 して も

coe 儡 cient 　of 　varlation （CV 　l 標準偏 差1測定平均U ♪

は 6、8％以下 と良好 な結 果 で あっ た．

　 また ，特異 IgG4抗体 の 測定 に つ い て は 2種類 の 抗 血

清を使用する た め その 抗鉢 の 特異性 の 確認が 必要 であ

る，今回我 々 が用 い た 第 1 抗体 は 抗 ヒ ト マ ウ ス IgG4 モ

ノ ク ロ ナ
ー

ル 抗体で あ り，その 特異性 は IgG　1，　G2，G3，
G4，　pooled 　human 　Ig・G に よ る推］制試 SC　c・こ よ り確認さ

れ て い る
14 ｝，また ，図 に は 示 さ な い が，第 2 抗体 の 希釈

試験 を ft　o た とこ ろ 吸光度は dose　dependency が 認

め られ た．今後，揮髄試験 の 検討 が 必 要 で あ ろ う．

　伊藤ら
12 ）−lt健康疵 人 で も抑制 試験 の 結果か ら 抗 Df

IgG 抗体 を 有 して い る こ と を 報告 し て い る．我 々 は 健

康児の Df 特異 IgG抗体 の 年齢的推移を観察 し た とこ

ろ，年齢 と と もに 上 昇す る 傾向 を 認 め た．我々 の 測定

した G歳児 の うち最小年齢 の 者 は 7 ヵ 月 であ り母 体か

らの 移行 した IgG と は 考 え難 く，児が 産生 し た もの と

考える方が 妥当 で あ ろ う．年齢を 区切 っ て 観察す る と

O − 2歳 と 3 − 5歳で は ほ とん ど差 が み られ な い が ，6 −

8歳 で は 3 − 5歳の 約 2 倍 に 増加 し， 9 −12歳で は 更 に

増 加 し た ，小児で は 総 IgG の 増加 は 生後 6 ヵ 月か ら 2

歳で 急激 に 増加 し，3 − 5歳で は ほ ぼ成人値 に 近 づ くパ

タ ーア を と り Df 特異 IgG 抗体 の 増加 パ タ ー
ン と は 明

らか に 異 な る．む しろ 総 lgE の 増加 パ タ
ー

γ ま た は小

児気管支喘息患老 に お け る Df 特異 王gE 抗体 の 検 出率

増加 パ タ
ーン に 類似す る．

　
一

方，喘息児で は減感作療法 と と もに 特異 IgG 抗体

が 上昇す る こ と が知 ら れ て い る．我 々 は 減感作療法前

の 喘息児 の 血 清に つ い て 検討 し，い ず れ の 年齢 で も健

康児に 比 し有意 に 高値 を示 した．こ れ ら の 事実が何 を

意味す る か に つ い て は詳細な臨床蝕，各種 の 抗 原 特異

免疫グ ロ ブ リ ノ の 測定，抗原特SC　lgG サ ブ ク ラ ス の 測

定などの 検討が必 要 で あ ろ う．

　最後 に 二 重注射法 に よ る 遮断抗体価 と ELISA 法 に

よ る 特異 IgG．　IgG4抗体価 の 関係 に っ い て 検討 し た ．

二 重注射法 に よ る遮断抗体 の 測定に は 抗原 と して 屋内

塵を用 い た．本来な ら ば ELISA と同様 Df を 用 い るべ

きで あ る が，現在 Df が in　vitro の み の 使用 に 限 られ て

お り．ま た 屋内塵 と Df と の 間 に は 共通抗原性 が 認 め
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ら れる
15 ）こ とか ら，今回 は 屋内塵を 用 い た ．今回 の 成績

で は 王gG ，　IgG4抗体 と も に 有意 の 相関が 認 め ら れ な

か っ た．今後更 に 検討の 必 要 があ ろ う・

結　語

小児気管支喘 息児 お よ び健康児 の 血清 に つ い て 抗

Df 特 異 IgG 抗体を ELISA 法を用 い て 検討 した ，その

結果，健康児 で は 年齢と と もに 特異 lgG 抗体 の 増藤 が

み られ た ．一方，矚息児に つ い て 検討 し ， 減感作療法

前 で も健康児に 比 し有意 に 高値を示 し た．ま k ，二 重

注射法 に よ る屋 内塵 に 対す る遮断抗 体価 と 抗 Df 特異

IgG
，
　IgG4抗体 と の 問 に は 明 らか な相関は 認 め られ な

か っ た．

　稿 を 終 る に あた り，御指 導，郷校閲を 賜 わ りま し た恩師 ，

群馬 大 学 小児科黒 梅 恭 芳 教 授 に 深 謝 い た しま す．また，貴重

な蟠 を提供 し て い た だ ぎ
．
軋 た 群 馬 県 立 h

”
・
’
／ ・t ン タ

ー
’1’

児科 木 村利定博士，IgG　RAS
’1’を 行 っ て い た だ きま し た ン

t ノ ギ 製薬検査薬 品 部 大西 成雄 氏 に 感謝 い た し ます．
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DETECTION  OF  SERUM  IgG, IgG4 ANTTBODIES  TO  MiTES

 PIfrIGOIDES  FARfA･L/IE} IN PATIENTS  WITH  BRONCHIAI.

 AND  IN HEALTHY  CHILDREN  THROUGH  THE  USE  OF

         LINKED  IMMUNOSORBENY  ASSAY  {ELISA)

(DERmu  TO-

ASTHMA

ENZYMEt

     Masamichi  Tazawaand  Akihiro Morikawa

Deparbnent qf'haiatn'cs, Gumna  Universib' Schooi qr'Mbdicine

  Serum IgG antibedies  to mites  (Demtatophagoides ,flirinoe)  in patients  with  ast}una  and  in healthy children  wcre

studied  using  enzyme-linked  immunosorbent assay  (EI.ISA). The following resuTts  -'ere  obtained.

  1) IgG antibodies  to mites  weTe  estimated  to increase -'ith  age  even  {n healthy as  -'ell  as  fi sthmatic  chilctren,

  2) In patients with  bronchial asthma,  IgG antibodies  to mites  were  higher thanthose of  hea]thy children.

  3) There was  ne  corvelatlen  between  the  Iiters of  the  b]ocking antibodies  te house dusl using  tlte double injection
method  and  levels of  IgG, lgG4  antibody  to mites  in asthmatic  chiildren.


